	主題名
	思いやりの言葉
	内容項目
	思いやり・親切　2－(2)
	4月

	資料名
	1　ぎゅっとずっと
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	　相手のことを思いやり，進んで親切にしようとする意欲を培う。

	主題設定
の理由
	　思いやりは，「思い」「遣り」であり，相手の状況・立場・心情に配慮することである。権威ある辞書では同情にオモヒヤリとルビをふっている。だが現実には相手がいつ，どんなとき，何を考えるかなど他人には推し量れず，よかれと思う行動をとるしかない。それでもないよりはましであり，世間が明るくなろう。

本資料は，登校の新班長が他学年児童を安全に学校へ連れていく際のエピソードである。ぐずる一年生に苦慮する班長だが，実は班長自身も一年時に同様のことがあり，ある合言葉で救われた。今回もそれにより乗り越える話で，新班長の態度等によって児童の「思いやり」が教示できると考え，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①一年生の頃の生活について考える。
○一年生の頃に嬉しかったこと，悲しかったことなどがあったら，お話ししましょう。
　
②資料「ぎゅっとずっと」を読み，話し合う。
○どうして「私」は，班長になってから，毎日緊張しているのでしょう。
　○自分も班長を困らせたことを知らされ，「私」はどう思ったでしょう。
◎「ぎゅっとずっと」の魔法の言葉といっしょに手を握った「私」は，どんな気持ちだったのでしょう。
○新班長との仲良く登校する6人に，お手紙を書きましょう。
③これからの自分自身を考える。
○「思いやり」について，どのようにしたらいいと思いますか。　　
④教師の説話を聞く。

	・新一年生の頃は，新しい学校生活をむかえ，期待と不安があったことだろう。もし児童が当時を忘れていると感じられるようならば，保護者に一年生当時の心配事などについてアンケート等を提出してもらうことも導入段階では意義深い。登校の悩み等が提出されれば活用するとよい。

・見守り隊のおじさんの声掛けなど周辺の大人たちも，新班長の動向には関心を向けていることに注目するとよい。

・新班長は安全登校に対する役割意識から，久美ちゃんの立場に立って考えようとはしていない。「思いやり」の基本に欠けていることがわかる。

　つまり，何かにとらわれてしまうと肝心なものが見えなくなる。本来は久美ちゃんの立場に立っての心遣いが，リーダー役の基本的精神である。

・新班長も一年生の頃は久美ちゃんと同じだったことを知り，愕然としつつも，当時の魔法の言葉「ぎゅっとずっと」を懐かしく思い出したことだろう。

・同じ立場や経験は「思いやり」の第一歩である。このことを踏まえて真の共感が成り立つので，久美ちゃんの気持ちがよく理解できたはずである。

・久美ちゃんの母から「ごめんなさい」と言われたが班長は，「いいえ。大丈夫です。」と毅然と言い切った。すでに「思いやり」が発揮されているのだろう。

・「おもいやり」は共感や共通理解等によって深化するので，まず相手を受け入れる準備が必要である。赤の他人や関係の薄い人，上司や憎い人，敵を対象に「思いやり」はなかなか持てないであろう。

・今までの自分をふりかえり，自分を見つめることで価値を自覚させるとともに，教師の経験にもとづいて，「思いやり・親切」の実現の場の拡大を図る。

	クリエイティブな授業づくりのために

・「思いやり・親切」のロールプレイを行い，演者と観察者の話し合いを通して，他者理解への自覚を踏みだすことも意義深い。

・学級内に「思いやり行動」が広がれば，心温まる学級経営が進行すると思われるので，学級活動を活用した思いやりキャンペーン活動も実施できるとよい。


	主題名
	わたしのすきな学校
	内容項目
	愛校心　4－(4)
	4月

	資料名
	2　きれいなかさ立て
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	自分の学校のよさに気づき，より楽しい学校にしていこうとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　学校は，子どもたちにとって，学びの場，ふれあいの場，体験の場，そして楽しいところでなければならない。このような場において，子どもたちは友達や先生をはじめさまざまな人とかかわり，感激や感動の体験を味わいながら人間的に大きく成長していくものである。だからこそ学校に愛着がわくのである。自分の心のふるさととしての学校のよさに気づかせながら，学校への愛着や誇りといった心情をはぐくんでいきたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①自分の学校の自慢したいところについて発表する。

○みんなの学校のよいところや好きなところを発表してみましょう。

②資料「きれいなかさ立て」を読んで話し合う。

○わたしはどんな気持ちになって思わず「わあ，きれい！」と声をあげてしまったのでしょう。

○校長先生の話を聞いて，わたしはどんなことを考えましたか。

○雨の日，わたしは，どんな気持ちで下級生たちに「こうやって入れるのよ」と声かけしているのでしょう。

◎これからも，きれいなかさ立てを続けていきたいと思ったのは，どんな気持ちからでしょう。

③これからも，守り続けていきたいみんなの学校のよさについて話し合う。

○かさ立てのように，守り続けていきたい伝統はないか見つけてみましょう。

④教師の説話を聞く。
	・事前にアンケート調査してまとめておく。

・写真を見ながらどんな入れ方をしているのか確認するとよい。また，実演してみせてもよい。

・きれいなかさ立てが，学校の伝統，自慢という校長先生の言葉をおさえる。

・上級生としての自覚にもふれさせていきたい。

・自ら率先して，かかわろうとしている姿に注目させる。

・先輩たちの学校に対する思いに共感していく主人公に注目させていく。

・自分の母校の話を聞かせる。

	クリエイティブな授業をするために
・「このアイディアはだれが考え出したのかはよくわからないのだそうです。」学校の伝統，校風にはそういったたぐいのものが意外に多いものである。日々，学校生活を送る過程の中で，校風を守り立てようとする雰囲気作りに心がけさせたい。


	主題名
	勤労の心
	内容項目
	勤労　4－(2)
	4月

	資料名
	3　気持ちのよいあせ
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	　働くことの大切さを知り，進んで働こうとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　人間は働くことを通して多くの人と交わり，自己の生活の糧を得ると同時に，個性を生かしていくことに大きな喜びを感じる。それは人生を豊かなものにし，主体的に生きていくことにも通じる。

　この期の子どもは自分の受け持つ仕事の範囲は広がるが，利害や打算から人のためになる仕事でも進んで取り組めない姿も見られる。
勤労の意義や尊さを理解させるとともに，実践を通してその喜びを感じ取らせたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①係や当番の仕事への取り組み方について話し合う。

○係や当番の仕事を進んでできないのはどのようなときですか。

　　
②資料「気持ちのよいあせ」を読んで，主人公（ぼく）の行動が変容した理由について話し合う。

　○青木さんに言われて草取りをしているとき，ぼくはどんな気持ちだったでしょう。

　○ぼくは飼育委員に頼まれてどのようなことを考えたでしょう。

　○ぼくはどんな気持ちで飼育小屋に向かって走っていったでしょう。

　

　◎ぼくが吹き出した汗を気持ちよく感じながら，どのようなことを考えていたでしょう。

③把握した価値にてらして，今までの生活をふりかえる。

　○係や当番の仕事をどのような気持ちでやっていたか，今日の学習をもとにふりかえってみましょう。

　　
④教師の説話を聞く。

　○協力して働くことができている友達を紹介しましょう。
	・自分の利害を優先させてしまい，自ら進んで働くことのできない問題点を明らかにする。
・いやいや仕事をしている主人公の気持ちを共感的にとらえるようにする。

・やったほうがよいと思う気持ちといやだなと思う気持ちの間で揺れ動く主人公の気持ちをとらえるようにする。

・主人公が進んで行動できた訳を考え，飼育委員の仕事が学校全体のみんなのための仕事であることもとらえさせたい。

・吹き出した汗を気持ちよく感じた理由について考えることを通して，働くことの心地よさや協力して働くことのよさをとらえるようにする。

・導入で扱った係や当番への取り組みをきっかけとして，具体的に考えるようにする。　　
・子どもたちの経験にあまりみられないようであれば，教師の体験を聞かせてもよい。

	クリエイティブな授業をするために
・働くことは，精神的，肉体的な苦痛をともなうが，それを乗り越えたとき，はじめて生きがいや満足感を味わうことができる。実際に，農業体験学習などを通して，収穫の喜びや土にふれる心地よさなどを実感させていきたい。


	主題名
	節度ある心
	内容項目
	節度ある生活態度　1－(1)
	5月

	資料名
	4　生かされたお金
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	　ものやお金を大切にし，節度ある生活をしようとする態度を育てる。

	主題設定

の理由

	　ものがあふれ，欲しいと思うものを比較的容易に手に入れることができる状況は，子どもたちの金銭感覚や，ものについての価値観に影響を与えている。その結果，金銭感覚や，物品の価値を認め大切に活用する心情，自分の持ち物であるという意識が希薄になりがちである。ものや金銭の値打ちを正しく知り，大切にしようと自ら律していくことによって，節度と節制のある生活をしていくことの大切さに気づかせたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①「おこずかい調べ」の結果について，先生の話を聞く。

②資料「生かされたお金」を読んで話し合う。

○二人はどのようにお金を使い，村人からは何とよばれたでしょう。

○太吉は，どうして働くことがめんどうになってしまったのでしょうか。

　○大金を手にして半年後，二人はお金に対してどのような考えをもつようになったでしょう。

○市松の夢とは何だったのでしょう。

③日常生活でのお金の使い方を振り返る。

　◎「お金は生かして使うもの」とは，どういうことだと思いますか。

④教師の説話を聞く。

○ものやお金の価値を知り，ものやお金を生かして使っている例について話す。
	・おこづかいの額を調べるのではなく，どのような使い方をしているのかを調べる。

・二人が「たいそうの働き者」であったことをおさえておく必要がある。

・子どもの自由な考えを出させたい。太吉の使い方に肯定的な考えを示す場合には，その根拠を十分に聞いてあげる。そのうえでお金の価値を生かすことについて考えさせたい。

・自分の生活を振り返るとともに，間接的な経験にもふれさせる。

・生かして使えなかった事例を聞くのもよい。
・本時では，お金について取り上げてきたが，ものの扱いについても同様であることにここでふれたい。

	クリエイティブな授業をするために
・子どもたちの金銭感覚については，カード時代を反映してか，かなり厳しいものがある。また，友達どうしでおごったりおごられたりするところからトラブルも発生しやすい。実態を把握し，親と協力して授業に臨みたい。


	主題名
	郷土の大切さ
	内容項目
	郷土愛　4－(5)
	5月

	資料名
	5　きぼうのさくら（1）
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	　郷土の文化と伝統を大切にして，郷土を愛そうとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　郷土を愛し，よりよい郷土を築いていこうとする気持ちを育てることは，より豊かに自己を形成するうえでも大切なことである。

　この期の子どもたちは，行動範囲も広がり地域での活動が活発になる。社会科の学習により，地域についての関心も高まる。地域の文化や生活に親しみ，郷土を愛する心を高めることを通して，地域の行事や活動に積極的にかかわろうとする態度を育てたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①資料の背景を知る。

○最上川がどこにあるか，地図で調べてみましょう。

②資料「きぼうのさくら」を読み，兄妹の気持ちについて話し合う。

○一本のさくらを二人はどのような思いで眺めていたでしょう。

○たくさんの人々が植えた満開のさ　　くらを見つめる二人にはどんな思いがうかんできたでしょう。　

○さくら並木をゆっくりと歩きながら，二人はどのようなことを考えていたでしょう。

◎最上川のさくらは，どんな思いで二人を見守っていたでしょう。

③自分たちの郷土のよいところを話し合う。

○自分の郷土をいいなあ，と思ったのはどんなときですか。また，それはなぜですか。

　　

④「わたしの故郷自慢」の学習

○みんなが見つけた故郷のよいところをみんなに紹介する「わたしの故郷自慢」を作りましょう。
	・東北地方の地図，最上川の写真などの資料を用意すると，よりイメージをとらえやすい。
・亡くなった祖父や祖母との思い出が，さくらの木を見ることでよみがえってきたことをとらえる。　

・すばらしい景色を生み出していったのが，そこに生きる一人ひとりの故郷への思いであることをとらえるようにする。

・すばらしい故郷の景色をこれからも守り，育てていこうという気持ちをおさえる。

・社会科の郷土学習を想起しながら，具体的に話し合うようにする。
・展開③で出された「故郷のよいところ」を発展させる。


	クリエイティブな授業をするために
・本時の学習を通して，自分の郷土を見直す活動のきっかけとしていきたいものである。例えば，グループに分かれて郷土学習を展開し，調べたことを多様な方法で発表させるなどして，郷土理解を深めさせていく。


	主題名
	郷土の大切さ
	内容項目
	郷土愛　4－(5)
	5月

	資料名
	5　きぼうのさくら（2）
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	　よりよい郷土を築いていくために進んで郷土にはたらきかけようとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　郷土を愛し，よりよい郷土を築いていこうとする気持ちを育てることは，より豊かに自己を形成するうえでも大切なことである。

　この期の子どもたちは，行動範囲も広がり地域での活動が活発になる。社会科の学習により，地域についての関心も高まる。地域の文化や生活に親しみ，郷土を愛する心を高めることを通して，地域の行事や活動に積極的にかかわろうとする態度を育てたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①わたしたちの郷土自慢を発表し合う。

○「わたしたちの郷土自慢」を発表しましょう。

　○発表を聞いてどのようなことを感じましたか。

　　

②資料「きぼうのさくら」を読み，兄妹の気持ちについて話し合う。

　○さくら並木がこのようにきれいな花を咲かせているのはなぜでしょう。

　○二人はさくら並木をどのような気持ちで眺めていたでしょう。

◎兄はどのような気持ちで「ここを花と緑でいっぱいにするのが，ゆめなんだ。」と言ったのでしょう。

③自分たちの故郷への今後の接し方を話し合う。

○「郷土自慢」で調べたふるさとにみなさんはこれからどんな気持ちで接していきたいですか。

　○今よりもっとすてきな故郷にするために，どんなことができるか考えてみましょう。

　　

④実践への意欲づけを行う。

　○みんなが考えたことが実現できると，きっと今よりもっとすてきな○○町になりますね。ぜひやってみましょう。
	・社会科で行う地域の学習を，「郷土自慢」の形で1時間行い，2時間めを道徳の時間で取り扱うとよい。その場合，導入の二つめの発問からが道徳の時間となる。
・資料に書いてあることだが，価値を把握するために大切なポイントなので確かめる。

・二人の故郷に対する愛着をとらえるようにする。

・ふるさとに積極的にはたらきかけ，よりよいものにしていこうという姿勢と，それを支える故郷への愛着をおさえ，価値把握とする。

・導入で扱った「郷土自慢」と関連させながら，具体的に考えるようにする。　

・自分たちにできることを話し合う際はグループに分かれてもよい。
・町へのはたらきかけは「総合的な学習の時間」などで扱うとよい。



	クリエイティブな授業をするために
・それぞれの郷土には，自然や文化，伝統，歴史などさまざまな特色がある。そうした広い懐の中で自分が生きていることの喜びを実感させていきたい。
・郷土のよさを知るとともに，自分とのかかわりを考えさせていきたい。


	主題名
	かがやくいのち
	内容項目
	生命尊重　3－(1)　　　　　　　　　
	5月

	資料名
	6　かがやき
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	　命の不思議さやかがやきに気づき，命を大切にしようとする心情を育てる。　

	主題設定

の理由
	　生命とは，生物が生物として存在しうるゆえんの本質的なものである。また生命の最も本質的な特色は，一度失われるとその同じ生命を二度とよみがえらせることができないことである。さらに，人が生きるということは，ほかの生命の恩恵のうえに成り立っていることを抜きにして語ることはできない。こうした矛盾を頭に入れながら，命のすばらしさ，不思議さ，かがやきなどに気づかせ，一つしかない命を大切にしていこうとする心を育てる。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①「命のかがやき」のイメージを発表する。

○「命のかがやき」と聞いてどんなことを思いつきますか。

②資料「かがやき」の詩を読んで話し合う。

○作者は，どんな命のかがやきを見つけたのでしょう。

◎作者は，命について，どんなことに気づいて感動したのでしょう。

③ほかにも，見えるようで見えない命のかがやきを見つけてみる。

④詩を朗読する。

○命のかがやきのイメージをふくらませながら朗読してみましょう。
	・命にもいろいろな命がある。生きとし生けるものについて自由に思い思いに発表させ，資料への導入とする。

・詩の朗読を工夫する。

・語感を大切にし，聞く目あてをもたせて聞かせる。

・透きとおった小さな命の鼓動をクローズアップさせる（めだか）。その他，命の強さ，命の美しさ，命のいとおしさ，命のたくましさ，命の辛抱強さ，命のかおりなどに注目させる。

・見えるようで見えないが，みんなのかがやいている命に気づいていく作者に共感させる。

・さし絵を活用したりして，自由に見つけさせる。

・余韻が残るような朗読を工夫する。

	クリエイティブな授業をするために
・日常生活の中での，自分や友達の命のかがやきについても考えさせたい。
・この詩をしばらく教室内に展示して「命」に対する意識づけとしていくとよい。


	主題名
	日本のよさ
	内容項目
	愛国心　4－(6)　　　　　　　　　　
	5月

	資料名
	7　しょうぶ湯のふえ　　　
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	　日本の伝統と文化を大切にして，次の世代に伝える意欲を高める。

	主題設定

　の理由　　　　　　　　　　　　
	　愛国心とは，自分の国を愛し，国の名誉・存続のためなどに行動しようとする心をさす。愛国心としては「国家主義」と「祖国愛」の2点が指摘されているが，祖国愛が子どもにとって大切であり，日本の文化や伝統を知り，それを尊重する態度を育てることは，ひいては世界の国々の文化や伝統をも理解することにつながっていく。わが国の文化や伝統のすばらしさに関心をもち，それを尊重する態度を育てていく重要性に鑑み本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①日本独自の伝統・文化について発表する。

○みんなの家庭や地域でどんな伝統行事や風習があるか，発表しましょう。

②資料「しょうぶ湯のふえ」を読んで話し合う。

○お母さんがしょうぶの葉っぱの笛をふくのを見て，ぼくはどう思ったでしょう。

○たっちゃんがうまくいかないのはなぜでしょう。

○お父さんといっしょにしょうぶ湯に入ったたっちゃんは，何を思ったでしょうか。

◎たっちゃんが「日本のおふろっていいなぁ…」と思ったわけを考えてみましょう。

③しょうぶ湯のほかにも，身近に見られる日本のよさをさがしましょう。
　○しょうぶ湯のほかにも身近に見られる日本のよさをさがしましょう。

④教師の説話を聞く。

	　
・地域のお祭りや，田植えや盆踊り，ひな祭りや鯉のぼりなどについて自由に発表する。

・幾人かに感想を求めるとよい。

・お母さんも小さいときにふけるようになったという，驚きの気持ち。

・どのくらい練習したのかなという疑問。

・何回も練習すればできるという見通し。

・しょうぶの葉の独特の香りもおさえる。

・お父さんも吹けるという驚き。

・大きな背中を洗ってあげる喜び。

・しょうぶ湯によって，父と子のコミュニケーションが深まったことを発言した子どもを評価する。
・お湯のお風呂に入る風習(まして家族と一緒のバスタイム)は，世界の風習のなかではあまり多くないことにもふれるとよい。(日本人が入る温度のお湯のバスは「人を茹でるのか」と怒りだす例もあるという。)
・教師自身が日本的情緒を感じる日本の行事・風習等の典型を子どもたちに聴かせるとよい。
　例：日本の歴史や文化，風景等。

	クリエイティブな授業をするために
・子どもたちにインターネットでしょうぶ湯，ゆず湯などを調べさせるとよい。
・しょうぶ湯，ゆず湯の季節に合わせてタイムリーに授業を構成するとよい。また，地域への広がりを考え，近くのお風呂屋さんに出かけて日本的情緒を味わうのもよい。


	主題名
	尊敬と感謝の気持ちをもって
	内容項目
	尊敬・感謝　2－(4)
	6月

	資料名
	8　かめのお守り
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	　みんなのために尽くしてくれている人々に，尊敬と感謝の気持ちをもって接しようとする心情を育てる。

	主題設定

　の理由　　　　　　　　　　　　
	　子どもたちの言動をみてみると，自分たちの生活が多くの人々の努力や苦労によって支えられているといった自覚が乏しい。また，そうした視点から自分の周りを見つめるという機会も少ない。そこで，改めて自分の生活を振り返らせ，多くの人たちの善意や人のために尽くす行為によってわたしたちの社会生活は営まれ，円滑に豊かになっていくことに気づかせながら，尊敬と感謝の気持ちを育てていきたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①日ごろからお世話になっている人々について，話し合う。

○日ごろからお世話になっている人がいて，「ありがたいなあ」と思ったことはありませんか。それは，どんな人たちですか。

②資料「かめのお守り」を読んで話し合う。

○監督からかめのお守りをもらったとき，ぼくは，どんな気持ちでほおをぷいとふくらませたのでしょう。

○由紀子先生から「……がんばっているんだってね。」という話を聞いて，ぼくはどう思いましたか。

◎監督の話を聞いていたぼくは，どんな気持ちになってポケットの中のかめの背中を何度もなでたのでしょう。

③監督に手紙を書く。

○今の素直な気持ちを監督に伝えましょう。

④教師の説話を聞く。
	・身近なところで，多くの人々の努力によって自分たちの生活が支えられていることに気づかせ，本時のねらいとする価値の方向づけをする。

・はじめは「こんなものをなでたって……」と反発気味な主人公をとらえさせておく。

・学校の外での活躍の様子を先生が知ってくれていることは，子どもにとって心強いことである。

・一人ひとりをよく見てくれている監督の真心に気づいていく主人公に共感させていく。

・簡単な吹き出しを用意し，主人公の気持ちを伝える。

・資料と同じような教師の体験談を聞かせて，意欲づけをしていく。

	クリエイティブな授業をするために
・身近な人だけでなく，社会のために尽くしてくれている人々への尊敬や感謝の気持ちを育てたい。
・身近で意外なところでお世話になっている人々への気づきを大切にしたい。


	主題名
	尊いいのち
	内容項目
	生命尊重　3－(1)
	6月

	資料名
	9　赤ちゃんの元気パワー
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	　生命の尊さを感じ取り，生命あるものを大切にしようとする意欲を育てる。

	主題設定

の理由
	　赤子の元気は人々に幸せを感じさせる。特に母親は妊娠6カ月頃から胎動を感じ，共鳴動作に一喜一憂しよう。これこそ自然な命への慈しみである。胎児が赤子になれば，泣声や動作の一つひとつにも周囲の人々と共に，この命を大切にしようと心底素直に感じよう。成長につれ，将来心配事が起きるのは十分承知しているものの，今は少しもそんな懸念を感じさせない「生命尊重」である。

　本資料は，「ゆかり」に弟が生まれ，自分がこの世に生まれたときと同じように泣いたり眠ったりする姿を見ながら，弟の成長・発達の喜びを素直に発想するエピソードに基づく「元気パワー」の話である。児童に「生命尊重」を教示できると考え，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①生まれたときの様子について発表する。

　○自分が生まれたときの様子を聞いたことがありますか。

②資料「赤ちゃんの元気パワー」を読んで話し合う。

　○生まれた弟を，ゆかりはどう感じたのでしょう。
　○お父さんから自分が生まれたときのことを聞き，ゆかりはどう思ったのでしょう。
　◎「泣いているのは生きていることを伝えている」と聞いたゆかりは，どんなことを思ったのでしょう。

　○弟の二分の一成人式を想像するゆかりをどう思いますか。ノートにまとめましょう。
③これからの自分を考える。

　○「生命尊重」の事例にかかわる教師の説話を聞く。


	・母子手帳やへその緒等を見ながら，母親などから生まれた時間や様子などを聞いてコミュニケーションすることも大切である。また，今までの成長の中でのエポックなども聞くとよいだろう。いずれにせよ，親の愛情を深く感じ取ることが出来るだろう。

・赤ちゃんの動物的容貌は期待などとはるかに違ったことだろう。しかし，見慣れるうちに可愛さや愛おしさが生まれてくるものである。

・「元気な子でよかった」は親の本音である。しかし，障害児であったにせよ生きる逞しさや美しさがあり，神様がこの子を選んで私たちに特別に授けてくれたと思うことだろう。赤ちゃんはどんな子も可愛いものである。

・泣くことは呼吸している証拠である。成長発達の希望はだれにでもあろう。
・弟が成長発達すれば生意気になって，私(ゆかり)との諍いを起こすことは当然のことである。けれども可愛いもみじのような手を見ると，そんなことは少しも考えつかないのである。ただただ純粋に成長を願っている。

・今までの自分を振り返り，「生命尊重」の価値を自覚させるとともに，教師の経験に基づいて，実践の場の拡大を図る。

・男の先生と女の先生では誕生に対する感覚が異なっているかもしれないので，男の先生は養護教諭や保健の先生の協力を仰ぎ，本時の展開を考えてよいだろう。

	クリエイティブな授業づくりのために

・もし弟がしゃべることができたらと仮定してロールプレイを行うなどして，「生命尊重」を考えることも大切である。

・発達段階にも留意しながら，母と子の「共鳴動作」について調べ学習をする機会をもつことも大切である。


	主題名
	勇気をもって
	内容項目
	勇気　1－(3)
	6月

	資料名
	10　ぼくとのんちゃん
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	　正しいと思うことは，勇気をもって行おうとする態度を育てる。


　この期の子どもたちの中には，無謀を勇気と取り違えたり，正しい行為をなかなか貫けなかったりといった姿をよくみかける。

	正義とはだれもがそれを正しいと認め合えるものであり，それを実現しようとする態度が勇気である。正か不正かを見きわめ，正を貫き不正を抑える強い意志力が勇気を支えるものである。ここでは，本当の勇気とは何かを考えさせ，正しいと思うことは進んで行っていこうとする態度を育てていきたい。
	

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①自分の気持ちを，素直に思いきって言えなかった経験を発表する。

○思いきって自分の本当の気持ちが言えなかったことはありませんか。それはどうしてだと思いますか。

②資料「ぼくとのんちゃん」を読んで話し合う。

○ぼくは，どうして「ごめんね」のひと言が言えなかったのでしょう。

○せっかくのチャンスだったのに，ぼくはなぜ横道にそれてしまったのでしょう。

○ぼくは，からかっている男の子たちに，どんな気持ちで「そんなこと言うのはよせよ」と言ったのでしょう。

◎ぼくは，どんな思いで，のんちゃんに「この前はごめんね」と言ったのでしょう。

③ぼくにメッセージを送る。

④教師の説話を聞く。
	・資料への興味・関心をもたせる。

・日常の生活の中での体験を自由に発表させる。

・ここでの二人のやりとりを役割演技させてもよい。

・恥ずかしさにかかわって，男女のかかわりにふれてもよい。

・毅然とした態度に注目させる。

・こうしたひと言がなかなかいえないのが現実である。自分の心に誠実に思いきって行動する主人公に共感させたい。

・ぼくに言ってあげたいことを簡単にまとめさせる。

	クリエイティブな授業をするために
・中学年になると，正邪善悪の区別が友人関係の中で強くなされるようになる。自分ではわかっていても，友達の誘惑に負けてなかなか正義を貫けない場合が少なくない。日常場面における正義・勇気をより大切にしたいものである。


	主題名
	おごりを捨てる
	内容項目
	思慮反省　1－(4)
	6月

	資料名
	11　金色の魚
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	　よく考えて行動し，過ちはすぐに改めようとする素直な態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　だれでもよりよい生活をしたいという欲求をもっている。節度のない過大な欲求は，自分の立場や相手の気持ちを忘れさせ，思わぬ結果をまねくことになる。

　今日の社会では，ものがあふれ，人々はいつのまにか過大な欲求をもつようになっている。こうした風潮に流されることなく，よく考えて自己の欲求をコントロールすることができるようになることは，これからの時代を生きる子どもたちにとって大切なことである。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①資料「金色の魚」を範読する。

○今日は，金色の魚というお話で学習しましょう。
②資料「金色の魚」の範読を聞いて，登場人物の人柄などについて発表する。

○おばあさんは，なぜ，女王様になったのでしょう。

○金色の魚は，おじいさんをどう思ったでしょう。　

○金色の魚はなぜ黙ったまま，消えたのでしょうか。

③おばあさんの行動について考える。

◎次から次へと頼むおばあさんは，どんな人だったと思いますか。

④教師の説話を聞く。

○みんなの生活の中にも，おばあさんと同じ気持ちが隠れていないでしょうか。
	・いきなり，資料読みからの導入となる。
・金色の魚と，おばあさんの双方の気持ちを対比させながら，エスカレートしていくおばあさんの欲望をとらえさせたい。

・欲望に負け，変わっていくおばあさんの姿のイメージをふくらますために，場面絵や紙芝居を利用してもよい。

・おばあさんのわがままについていけなくなった金色の魚の気持ちを理解させるとともに，限度を超えてしまったときの結果の大きさを感じ取らせたい。

・おばあさんの行動について，自分を振り返りながら考えさせ，自分の中にも同じような弱さがあることに気づかせたい。
・学級の子どもの実態から，教師が自作したり，自分の子ども時代にわがままを言って親を困らせた経験などを話す。

	クリエイティブな授業をするために
・昨今，静かに自分を振り返るといった時間が持てない子どもが多くなった。昔からの「日に三たび自分を振り返る」とは，自分を向上させる上で大切なことである。日ごろから自分を見つめることの大切さを考えさせたい。


	主題名
	生きる尊さ
	内容項目
	生命尊重　3－(1)
	7
月

	資料名
	12　のらねこパンダ
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	　生命の尊さを感じ取り，生命あるものを大切にしようとする態度を育成する。

	主題設定

の理由
	　地球上の生命体は同一起源から生じたと考えられている。有機炭素化合物で構成され，同じアミノ酸20種類だけに限定され，グリシンを除き19種類の光学異性がL型，DNAの塩基がA・G・T・Cの四種類に限られ，しかもD型である等，同一起源説が有力である。生命はみな同じように価値があるとの思想も見られ，近年異説はあるものの，総ての生命は尊いとする発想は，傾聴に値しよう。

　本資料は，パンダに似たネコを見つけ飼おうとした少年が，母から「終生飼養」を持ちだされて諦めるといった猫に纏わるエピソードである。猫と少年の心温まる話を通して，児童に「生命尊重」を深めたいと願い，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①動物飼育の経験を発表する。

　○犬や猫を飼ったことがありますか，　　発表しましょう。

②資料「のらねこパンダ」を読んで話し合う。

　○パンダに似た猫を見つけたぼくは，どんなことを思ったのでしょう。

　○お母さんに「終生飼養」を言われたとき，ぼくはどう思ったのでしょう。
　◎おばあさんとぼくが思わず笑ったときに，二人はそれぞれ何を考えたのでしょう。

　○のらねこパンダはこれからどうしたと思いますか。ノートにまとめましょう。
③これからの自分を考える。

○「生命尊重」の本当の意味を理解・納得するために教師の説話を聞く。
	・犬を飼育している児童には，朝晩の散歩や運動の時間が取れなくて，世話を放棄した例もあるだろう。その点，猫は勝手な生き物なので奔放に生活する。いずれにしても動物飼育は，家族の一員的な付き合いであると思われる。一方，諸外国での動物飼育例等に触れると驚くことがたくさんあるだろう。

・猫の話なので，猫嫌いや猫アレルギーの児童への配慮が必要である。

・飼い猫と野良猫は習性や生活態度がかなり違う。人にいじめられた野良猫は人に敵意を持っており，安直に手を出すと危険である。野良犬は，最近見かけなくなったが，病気等の恐れもあり，これも手出しは止めた方がよい。

・「終生飼養」は，動物愛護法の基本概念であり，命のある限り飼育する覚悟が必要である。安易な飼育は生命尊重に反する行為である。

・おばあさんには，猫が自宅や庭に来れば自由にさせておく環境があり，ぼくにはその環境がない。とすればどうするかは自ずと決まって来よう。しかし，猫は勝手な生き物なので猫が決めることかもしれない。子猫ならば飼育に従うだろうが，大人の猫ではそうもいかない。ちなみに猫の年齢は一歳で人間の7歳。一歳半で20歳である。五歳で36歳，七歳で44歳のシニアである。十一歳で60歳，十三歳で68歳となり白内障が出る。十七歳で84歳の長寿。このくらいがおおよその寿命であろう。

・猫の命とつきあうには，最低でも15年くらいは必要であり，長期の見通しが立たなければ飼育はしてはいけない。

・「生命」に関した説話を基に，子どもの今までの動物飼育感覚を振り返らせ，「生命尊重」の価値を自覚させる場を構成するとよい。

	クリエイティブな授業をするために
・のらねこパンダがもし言葉を話せたらという設定でロールプレイを行い，プレイヤーとギャラリーが話し合う機会をもつことも有意義である。

・「生命尊重」の例を国内外や歴史的事実等を基にピックアップし，ケーススタディ的に分析することや，ほかの教育活動等の時間の活用とともに「生命観」を深めることも重要である。


	主題名
	友達を大切に
	内容項目
	信頼・友情　2－(3)
	7月

	資料名
	13　なかなおり
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	友達を大切にし，互いに理解し，信頼し，仲よくしていこうとする態度を育てる。


　人間関係の基本となるのは相互信頼であり，これなくして人間社会は成立しない。相互に信頼し，理解し，親和し，啓発し合うところに人間社会の進歩・発展がある。

	この期の子どもたちは，自分の気に入った友達とはよく遊ぶが，そうでない友達には無関心を装ったり，無視したり疎外したりもする。より望ましい集団生活をするためには，人間相互の信頼友情が必要であることに気づかせ友達を大切にする心を育てたい。
	

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①友達とけんかしてしまった経験を発表する。

○友達とけんかしてしまって，後悔したことはありませんか。それはどんなことですか。

②資料「なかなおり」を読んで話し合う。

○ほかの友達と遊んでいても，わたしの心が少しも晴れないのはどうしてでしょう。

○わたしは，どんな気持ちになってももちゃんに手紙を書いてみることにしたのでしょう。

◎手紙を書きながら，わたしはどんな気持ちになって，「やっぱり，ももちゃんは大切な友達だな……。」と思ったのでしょう。

○ももちゃんからの手紙を読んで，わたしはどんな気持ちになったのでしょう。

③手紙の内容を想像しながら書いてみる。

④教師の説話を聞く。

　　　　　　　　
	・ささいなことでけんかしてしまって，あとで困ってしまった経験をいくつか発表させる。

・楽しそうにほかの友達と遊んでいるももちゃんの姿を思い描かせ，心がもやもやしている主人公の姿をおさえる。

・「ひょっとしたら……。」ということばに注目させ，考えさせる。

・ささいなけんかをしてしまったことの反省など，自分を振り返る姿に焦点をあてていく。

・同じ思いに感激する主人公に共感させていく。

・簡単な吹き出しの用紙を作って書かせる。

・教師のとっておきの話として体験談を話して聞かせるとよい。

	クリエイティブな授業をするために
・子どもたちは，毎日，友達と顔と顔をつきあわせながら生活を送っている。その間柄は，信頼と友情関係の上に成り立っている。友達の「よさカード」などを作るなどして，互いに理解し認め合う活動を展開するとよい。


	主題名
	思いきってチャレンジ
	内容項目
	勇気　1－(3)
	9月

	資料名
	14　ひとみの中に
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	　正しいと思うことは，勇気をもって行おうとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　この期の子どもたちの中には，自分の心の内にある正義の思いにある種の恥ずかしさを感じたり，他人の目を気にするあまり尻込みしたりする子や，無謀さを勇気と取り違える姿をよく見かける。そこで，本当の勇気とは何かを考えさせることが大切となる。正と不正を見きわめ，正を見，実現しようとする態度が勇気である。誘惑に負けない強い心，勇気をもって果敢にチャレンジする心の大切さを認識させたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①勇気があるってどんなことか発表する。

○みんなは，勇気のある人を見たり聞いたりしたことがありますか。それはどんなことですか。

②資料「ひとみの中に」を読んで話し合う。

○由紀ちゃんがプンプンして，おかしいと言っているのはどうしてでしょう。

○由紀ちゃんが，双子のことを調べてみんなの前で発表しようと考えたのはどんな気持ちからでしょう。

○亜紀ちゃんが，黒板の前で発表している自分の姿を思い浮かべて，胸がわくわくしてきたのはどうしてでしょう。

◎ひとみの中に自分の姿を見つけた二人は，どんな気持ちになったのでしょう。

③由紀ちゃんと亜紀ちゃんに手紙を書く。

④教師の説話を聞く。。
	・思いついたことを自由に発表させる。

・プンプンに注目させるとともに“双子だからって”をおさえる。

・自分たちを切り開いていこうとする積極的な姿勢に気づかせる。

・発表している様子を思い描かせる。

・調べ活動をしているときの二人の様子をイメージさせて考えさせる。

・いきいきしている自分を発見し，自信をおぼえていく二人に共感させる。

・簡単な吹き出しを用意して二人にメッセージを送る。

	クリエイティブな授業をするために
・学級によってはふたごの兄弟姉妹がいるかもしれない。十分配慮し，金子みすゞの「わたしと小鳥とすずと」の詩を活用して，理解を深めさせる。
・日常のちょっとした勇気を大切にし，それを大きくふくらませていきたい。


	主題名
	大切な友達
	内容項目
	信頼・友情　2－(3)
	9
月

	資料名
	15　ぼくが全部やるよ
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	　友達と互いに理解し，信頼し，助け合おうとする心情を育てる。

	主題設定
の理由
	　「いじめ」は，当該児童生徒が一定の人間関係のある者から，心理的，物理的な攻撃を受けたことにより，精神的苦痛を感じているもの，と文科省は言う。しかし『感じている』主体は本人なので，他者は推理・推測することしかできない。つまり周りから見ていじめと思われても，本人が主張しない限り判定不能に陥る危険性がある。周りの限りない配慮とともに本人の態度が肝心である。

　本資料は，大人しい「蓮」が周りから都合よく使われ，他から見ると「いじめ」に近いのだが，蓮自身は優柔不断で何も発言しないとのエピソードに基づく例話である。とてもナーバスな資料だが，児童に真の「信頼・友情」を考えて欲しいと願い，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①身近に何でも言うことを聞く友達がいるかについて発表する。

　○何でも言うことを聞く友達がいますか。その人はどんな気持ちなのでしょうか。発表しましょう。

②資料「ぼくが全部やるよ」を読んで，話し合う。

　○笑って下を向いている蓮君をどう思いますか。
　○「本当の気持ちを聞いてあげたら…」とお父さんに言われた優衣さんは何を考えたのでしょう。
　◎蓮君の「だって，ああでもしないと…。」に続く言葉は何だと思いますか，考えてみましょう。

○急に走り出した蓮君は何を考えているのでしょうか。ノートにまとめましょう。
③これからの自分を考える。

○「信頼・友情」を実践するための教師の説話を聞く。
	・いじめられやすい人は，自分のことをはっきり主張しない人や，孤立するのが嫌で力ある人の下っ端役に甘んじている人に多いと言われている。だがその構図は大人社会でも同様である。

・学級集団の人間関係については，精査な日常観察が大切であり，発達段階が増すにつれてグループ同士の抗争などは表面化し難くなるので，より一層注意しなければならない。

・本資料と同様の事例は実際に起こっていよう。とくに中学年では女子グループの構図が心理面で見えにくくなっており，留意する必要がある。

・学級内でのいじめは，ときにはアンケート調査も必要であるが，そんな調査をしなくても教師の精査な日常観察での問題事例収集が出来るとよい。また蓮君に対する優衣さんのような人間が必ず実在するはずである。蓮君のキーパーソンとしての優衣さんは貴重で，それを発見し指導するのが教師である。

・蓮君の恐怖心がここに見て取れる。その恐怖を解きほぐす友達や先輩，教師等の存在が極めて大事な要素である。

・蓮君のような立場の子どもは，自分の内側に入ってくる者を拒絶する傾向がある。それを恐れない信頼に基づく友情がモノを言う。一度や二度拒絶されたからといって諦めてはならず，心を開かせる工夫が必要である。

・今までの自分を振り返り，自分や友達を見つめることで「信頼・友情」を自覚させるとともに，教師の経験に基づいて信じ合える友達の拡大を図る。

	クリエイティブな授業づくりのために

・いじめの事例についてロールプレイを行い，いじめられた者の気持ちをみんなで考えることも大切である。

・気の弱い人，自分を主張できない人の事例研究を行い，そのような人の考え方や立場を探ることも有意義である。


	主題名
	悠久の大自然
	内容項目
	自然愛　3－(2)　　　　　　　　　
	9月

	資料名
	16　受けつがれてきた命　
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	　大自然の素晴らしさを素直に見つめる心を養う。

	主題設定

　の理由　　　　　　　　　　　　
	　子どもたちは自然が大好きである。この自然を大切に愛する心を自然愛という。今日，子どもの自然に親しむ場や機会が減少し，自然体験を通しての感動・感激を味わう機会も少なくなってきている。しかし，子どもたちは身のまわりに自然を見いだし，その鋭い感性をもって自然の不思議な営みや自然のもつ美しさ，すばらしさ，その恐ろしさなどを感じ取っている。こうした自然を愛する心は，子どもたちのみずみずしい豊かな心の基盤となりうるものである。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①屋久島について調べてきたことを発表する。

○鹿児島県の屋久島とはどんな島ですか。
②資料「受けつがれてきた命」を読んで話し合う。

　○朝四時に起きたことをどう思いましたか。

○トロッコの線路を歩くぼくは，どんな気持ちだったでしょう。

　◎三大杉を見たときはどうだったでしょう。

○「たおれても，切られても，また生えてくる。」とのお父さんの言葉を聞いて，ぼくはどんな気持ちだったでしょう。

③不思議な気持ちについて話し合う。

○植物のもっている不思議な力について，ワークシートにまとめよう。

④教師の説話を聞く。

　○先生が旅に行ってある植物に出会った……。
	・簡単な歴史的事柄や，島津藩とのかかわりなどについて示す。

・雨が非常に多いところで，林芙美子が小説「浮雲」の中で『一月に三十五日雨が降る』と書いたほどの多雨地帯であり，宮之浦岳頂上付近では年間降水量は1万mmの雨量が測定されている。

・時間もコースも厳しい旅であることを思い知る。

・父はなぜここを選んだかの疑問。

・杉の寿命は長くて500年程度といわれるが，屋久杉(樹齢千年以上で，標高500ｍを超える山に自生する杉)は，とてつもなく長寿であり，見る人を圧倒する。

・「三代杉」は一代目が約2000年，二代目が約1000年，今の三代目は約500年の樹齢だが，輪廻転生を語る生き物として保護されている。

・植物と地理的環境と自然とが折り重なった屋久杉の不思議さをおさえる。

・動物とは異なった植物の不思議さをとらえさせる。

・長崎・山王神社の被爆くすのきなど，奇跡の植物などと呼ばれる例は意外と身近にも存在する。

	クリエイティブな授業をするために
・特別活動の遠足・集団宿泊的行事などの自然体験を活用し，樹木の不思議さを感得させるとよい。
・樹木細胞学等の知見を活用し，樹木の不思議さを科学する態度を育てるのもよい。


	主題名
	ポイ捨てと公徳心
	内容項目
	公徳心，社会規範　4－(1)
	9
月

	資料名
	17　すてられたガム
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	　約束や社会のきまりを守り，公徳心をもとうとする態度を育てる。　

	主題設定
の理由
	　「ポイ捨て」が問題になって久しい。ボランティアや企業等で本格的な道路のクリーン作戦を展開し，幼稚園や小中学校での参加も増えている。園児が懸命にガムを剥がそうとする姿は，ポイ捨ての罪深さを見せつける。ガムの包装紙に「あなたの良心を捨てないで！」の印刷等対策は考えられているが現状はまだまだひどい。公徳心喚起の指導は地道に続けなければならない。

　本資料は，ガムのポイ捨てを行った「ぼくたち」のエピソードに基づく例話である。味のしないガムの捨て場所に困り，ほんの軽い気持ちでガムを吐き出すことで，多くの人々に迷惑を掛けている。軽い不法行為の罪深さの認識とその自覚を求め，児童の「公徳心」の育成を願い，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①駅前道路等の汚れへの感想を発表する。

　○近くの駅前道路等での汚れに気がつきますか。感想を発表しましょう。

②資料「すてられたガム」を読んで，話し合う。

　○ぼくたちが，味のしないガムを捨てたいと思ったことをどう思いますか。

　○みんながその辺にガムを捨てているので，友達もそうしようとしていることをどう思いますか。

　◎ぼくも二人の真似をして，ガムを吐きだしたことをどう思いますか。

○怒ったお姉ちゃんの話を聞いたぼくは，どうすればよかったのでしょうか。ノートにまとめましょう。
③教師の説話を聞く。
	・シンガポールは罰金天国である。街中での喫煙，ゴミのポイ捨て，ガムを噛んだり唾を吐く，地下鉄で缶コーヒーを飲んでも女性の尻を触っても，総てが罰金である。政策を進めたリー・クワンユー氏の考え方は，「子どもには教育を，大人には罰金を」だった。

・チューインガムの効用は，精神の安定，歯の清浄作用，顎の発達，眠気防止等があると言われている。一方，ポイ捨てによる路面の付着汚れは増加し，自治体等での剥がす手間の予算は，年々増加傾向にあると指摘されている。

・この資料では子どもを主体に展開されているが，実態はほとんどが成人や中高校生徒と思われている。靴底のガム付着による事故(買い物中の老人の傷害)も起きてはいるが，よい防止方法が見つからずどこも苦慮している。

・噛んだ後のガムの処理方法はどうすればよいのかを真剣に話し合う必要もあろう。街中では適当なゴミ箱がないし，紙に包んでもそれをどこに保管すればよいのか等に困るであろう。バッグやカバンに入れても中身がもし出てきたら後処理は大変である。要は吐きだすことにより面倒から解放されると思う非常識な者が多いことが，この道路汚染の黒い染みの実態である。

・お姉さんの苦労や努力の大もとがガムのポイ捨て問題に集約されている。どうするかの記載は，「ぼく」がどこまで理解できたかの評価となろう。

・道路の汚れには無関心な者が多い。だがいったん気になりだすとガムの汚れは始末に負えないことに気づこう。「公徳心」を大切にする態度こそ街の美観を守り整える鍵であり，教師の経験に基づいて説話することが大切である。

	クリエイティブな授業をするために
・ガムやゴミなどのポイ捨てに対し，みんなでその対策を考えるシンポジウム等を開催するなどして，ポイ捨て禁止運動を起こす機会の拡大を図ることも大切である。

・道路等の美的センスを研ぎ澄ませ，ガムやゴミのない美しい道の美化運動を推進しようとする態度が重要である。


	主題名
	努力する心
	内容項目
	勤勉・努力　1－(2)
	10月

	資料名
	18　ぼくのはん画
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	　自分でやろうと決めたことは，粘り強くやりとげようとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　目標達成を目ざして努力を積み重ね，自己実現を図っていくことのできる子どもを育成するためには，目標の主体的自覚や努力・創意工夫・探求心などの指導が重要である。

　さらに，目標実現の喜びや成就感を味わわせることも必要であろう。

　仲間意識の強くなるこの時期，友達との安易な妥協や誘惑などに惑わされず，自分の決心を貫く強い意志を育てていきたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①最後までやり通したことや，途中で投げ出してしまった経験を発表し合う。

　○一つのことを最後までやり通したことや，途中であきらめたり投げ出してしまったことがあったら発表してみましょう。
②資料「ぼくのはん画」を読んで，ぼくの行為や気持ちについて話し合う。

　○ぼくはどんな版画を彫ろうとしましたか。また，そのためにどんな努力をしましたか。

○ぼくはどんな気持ちで，最初からやり直そうとしたのでしょう。

　○なぜ最高の版画ができあがったのでしょう。

◎できあがった版画を見て，ぼくはどんな気持ちになったでしょう。

③主人公のような喜びをふだんの生活で味わうためには，自分にとってどんなことが大切かを考える。

○ぼくのように，心から喜べるようにしていくために，あなたにはどんなことが大切だと思いますか。ノートに書きましょう。
④教師の体験談を聞く。

○先生の子どものころの話をします。
	・そのときの理由や気持ちなどもあわせて発表させたい。また事前にこうした経験を調査しておくのもよい。

・主人公の強い決心をおさえておき，それがさまざまな努力や失敗したときのぼくの行動に生きていることに気づかせたい。

・友達の言葉に安易に妥協せず，最初の決心を思い出して下書きからやり直した主人公に共感させたい。

・強い決心や努力，妥協しそうな気持ちに打ち勝ったことをおさえたい。

・失敗をのり越え，努力して目標を実現した喜び，成就感に共感させたい。

・指導内容に照らして，じっくり自己を見つめさせたい。

・困難・失敗にくじけたこと，目標を実現できてうれしかったこと，努力を続けていることなどを話すとよい。

	クリエイティブな授業をするために
・事前に図工専科から，校内の展覧会や作品に際し，主人公のような取り組みをしている子どもの姿を情報提供してもらうとよい。また，授業に際しては，子どもたちの力作を何点か用意して紹介したいものである。


	主題名
	温かい家庭
	内容項目
	家庭愛　4－(3)
	10
月

	資料名
	19　わたしの妹　ひな
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	　父母，祖父母を敬愛し，家族みんなで協力し合って楽しい家庭をつくろうとする意欲を育てる。

	主題設定
の理由
	　この内容項目を「家庭愛」と称する。一般には家族愛なのだろうが，実は「家族」は複雑過ぎて民法でも定義できていない。つまり法律では「親族」を用い，6親等内の血族，配偶者，3親等内の姻族を指す。家族は複雑・難解で明確化できない。教科も「家庭科」と称し家族科ではない。たとえ一人ぼっちでも家庭は作れるので，家族よりも家庭が上位概念と捉え，楽しい家庭をつくる喜びの心を育てようと道徳的価値に位置付けた。

　本資料は，妹のひなが自律に目覚めさまざまな事に挑戦するがうまく出来ない。見兼ねた姉のゆいが邪険にするが，ゆいも同じだったことを知り，仲直りする家庭の温かさを描いたエピソードである。児童に「家庭愛」の素晴らしさを自覚させようと，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①妹や弟がいる人は，その様子などを発表する。

　○妹や弟がいる人は，その様子や態度などを発表しましょう。

②資料「わたしの妹　ひな」を読んで話し合う。

　○何でもやりたがるひなを，ゆいはどう思っているのでしょう。

　○「いいからどいてて。」というゆいを，どう思いますか。
　◎「ゆいがやる」といって，何でもやろうとした昔のことを，ゆい自身はどう思っているのでしょう。
○いっしょにお手伝いをする二人をどう思いますか。ノートにまとめましょう。
③教師の説話を聞く。
	・兄弟姉妹は成長発達するにつれ紆余曲折が生じ，なかなか気持ちが一致しないことも見られよう。「兄弟姉妹は他人の始まり」とも言われるが，利害損得の不一致での争いなど見苦しいものである。だが実際には，親の財産分与等での諍いや裁判事例等も少なくない。

・小さい頃のトラブルはある程度解消可能である。出来たら親子以外の祖父母や叔父叔母などの調停が有効である。本資料ではおばあさんの登場が鍵となっている。

・母親に認めてもらいたい一心で何でも挑戦する気持ちが先行することもあろう。学級の子どもでも，答えはそっちのけで挙手する子どもも少なからず見られるが，教師に認められたい一心からの行動であろう。

・ゆいも，自分の小さいときは同じだったと気づくだろう。ひなを愛おしいと思う感情が湧いてくると同時に，妹に母を独占されるのではとの危機感も湧いてくるのではないかと思われる。とてもナーバスな感覚なので丁寧に指導しなければなるまい。

・二人が一緒に行動しているときは，母もゆいのお姉さんとしての頼もしさを是認してくれよう。安心感が増すのでゆいの気持ちも安定する。

・今までの自分を振り返り，自分を率直に見つめることで，兄弟姉妹の関係やひとりっ子の場合でも親子関係の安定感が「家庭愛」の原動力となることを自覚し，教師の経験に基づいて実践の場の拡大を図る。

	クリエイティブな授業をするために
・温かで幸せな家庭を築くにはどうすればよいかを，学級活動等を活用し話し合う機会をもつことが大切である。

・家庭内のさまざまな事例研究を基に，グループ等で課題発表会を設定することにより，児童に「家庭愛」への意欲付けを図ることが出来るだろう。


	主題名
	葛藤
	内容項目
	思いやり・親切　2－(2)
	10月

	資料名
	20　どうすればよかったのだろう　　　
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	相手のことを思いやり，親切にしようとする心情を育てる。

	主題設定

　の理由　　　　　　　　　　　　
	　思いやりとは，相手の立場や心情に心を配り，相手から配慮を受けて初めてその大切さに気づくことが多い。さらに，子どもが，相手の思いやりや親切に気づく柔軟な感受性をもつことも重要である。

　活動範囲が広がり，社会性や好奇心が高まるこの期に，思いやり・親切の対象を広げようとする開かれた心をもつとともに，社会の中での思いやり・親切についてじっくり考えさせることが肝要であると考え，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①昼休みの時間は何をしているか発表し合う。

　○ふだんのお昼休みの過ごし方などについて発表しましょう。
②資料「どうすればよかったのだろう」を読んで，ぼくの行為や気持ちについて話し合う。

　○サッカーのことだけ気にしているぼくをどう思いますか。

○ぼくは，こうすけ君の様子と一組との試合ではどちらが大切だと考えていたでしょう。

　　(ゆうじ君の心配をどうしてきちんと聞けなかったのでしょう。)

　○「こうすけ，しっかりしろよ!」とさけんだぼくをどう思いますか。

◎こうすけ君が保健室に運ばれたことで，ぼくはどんな気持ちになったでしょう。

③こうすけ君の目の訴えを考える。

○ぼくに何が言いたかったのでしょう。ワークシートに書きましょう。
④ぼくはどうすればよかったのかをみんなで話し合う。
	・ゲームなどやることが決まっているときには，グランドに早く出るため急いで給食を終わらせている実態などを発表する。

・女子の休み時間の過ごし方なども出させるとよい。

・何かにとらわれていると，全体が見えなくなってしまうことはよくあることである。

・試合になると一人ひとりのコンディションなどを見過ごしてしまう。

・適切な判断が必要だったが，きちんとしたリーダーがいなかったことが遠因となっていることにも留意する。

・友達のことよりも試合のことだけを考えていたぼくに気づかせる。

・悔恨の内容を子どもの言葉で語らせる。

・こうすけ君とぼくとが，仲間と言えるのかどうか検討する。

・本当の思いやりについて，みんなで話し合う。

・女子の意見も尊重するとよい。

	クリエイティブな授業をするために
・学級の中でお互いに温かい思いやりを示したり言葉かけをしたりする学級風土を醸成させるために，この授業を核としたい。日ごろの学校生活のなかで教師自らの温かい言葉や思いやりを子どもたちに十分に注ぎ込んでほしい。


	主題名
	心の友をもつ
	内容項目
	信頼・友情　2－(3)
	10月

	資料名
	21　友だち
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	　友達を大切にし，友達と互いに理解し合い，信頼し，助け合おうとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　人間はお互いに信頼し合って生きている。友達関係もその根底には信頼という基礎がなくては成立しない。信頼はお互いに相手のことをよく知って（相互理解）こそ，さらにその絆が深まるのである。

　この期の子どもたちは，自分や友達の性格もとらえるようになり，気に入った友達やその逆の友達を自分の中で固定化しがちである。そのような子どもたちに友情は自分でつくり育むものであることを知らせたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①友達について考える。

○みんなにとって友達とは，どのようなものですか。

　　

②資料「友だち」を読んで，みつ子の気持ちについて話し合う。

○みつ子は，どんな気持ちであや子を誘ったのでしょう。

○教室をとび出したとき，みつ子はどんな気持ちだったでしょう。

　

◎みつ子が「あやちゃんに，『ごめんね。』と言おう。」と考えるようになったのは，おばあさんと話していてどのようなことに気づいたからでしょう。

③日常生活での友達とのつき合い方を振り返る。

　○自分の友達とのつき合い方について，みつ子が気づいたことと比べながら考えてみましょう。

　　
④教師の説話を聞く。
	・自分にとって友達とはどのようなものか，自由に発表するようにする。
・あや子を誘う明るく元気な表情のみつ子の顔を黒板には

り，自分たちと同じ女の子だという親近感をもたせてお

く。

・広い心から仲を修復しようとするあや子の言葉を想像させ，それを振り切ってしまったみつ子の行動から，ますますかたくなになっていることをつかませる。　

・おばあさんと話した後のみつ子の変容を通して，本時のねらいとする価値をつかむようにする。　

・把握した価値にてらして，自分たちの今までの生活について具体的に振り返ることができるようにする。
・日記などの中から，よくできていた例を紹介することで実践への意欲づけを行う。

	クリエイティブな授業をするために
・人間関係の基本となるのは相互信頼である。個が支え合ってこそ日々の生活が成立する。また，同病相憐れむといった友情ではなく，お互いに仲よく助け合い，励まし合い，忠告し合い，励まし合うという視点を大切にしていきたい。


	主題名
	本当の知恵
	内容項目
	個性の伸長　1－(5)　　　　　　　　　
	11月

	資料名
	22　仙厓さん
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	自分の特徴を多面的にとらえ，よいところを積極的に伸ばそうとする意欲を育てる。

	主題設定

　の理由　　　　　　　　　　　　
	　自分の特徴を多面的にとらえ，よいところを積極的に伸ばそうとするためには，自分の長所と短所を含めて自分自身を見つめなければならない。しかし，自分を見つめるためには，自分の外に自分を映し出す鏡が必要になってくる。本資料では，有名な禅僧の仙厓さんの絵をもとにして，自分の生活を振り返ることを示唆している。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①仙厓義梵和尚について，グループ発表する。

②資料「仙厓さん」を読んで，話し合う。

○ぼくが仙厓さんに惹かれたわけは何だったのだろう。

○「指月布袋画賛」をみて，字を読み解いてみよう。

○仙厓さんのすごいところはどこでしょう。

◎仙厓さんが最も大切にしていたことを話し合ってみよう。→ディベート

③自分がこの絵の題名をつけるとしたら何にするのか，考えあう。

④「指月布袋画賛」を見て，感想をワークシートにまとめる。
	・仙厓義梵（せんがい ぎぼん，寛延3年・1750年～天保8年1837年）は，江戸時代の臨済宗

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E5%8F%A4%E6%9C%88%E6%B4%BE&action=edit&redlink=1" \o "古月派 (未編集)" 古月派の禅僧，画家。禅味溢れる絵画で知られる。美濃国

 HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AD%A6%E5%84%80%E9%83%A1" \o "武儀郡" 武儀郡で生まれ，月船禅彗に師事。博多の聖福寺の住持を二十年務め，多くの洒脱・飄逸な絵画（禅画）を残す。東京・出光美術館は仙厓の絵のコレクションで有名である。
・この賛は「お月様幾つ　十三　七つ」(つの文字はツ)と読める。布袋さまが指さすのはお月さんだが，月が描かれないので，子どもは「絵では指しか見えない。」と言っていよう。しかし指…目先のもの，表面的なもの，手段…ではなく，もっと先の描かれていない月…見えない本質，目的を見据えよ…との教えを，ユーモアに表したと解釈できよう。
・人々のためにできるだけ優しくユーモラスに禅のことを話し書いた。

・自由人としての個性豊かな人だったこと。

・仙厓義梵和尚は，お礼を言わない人としての逸話もある。「ほうそうかい，礼を言ったらそれで済むのかい。 わしは一生有り難く思って忘れんはずじゃったがな。」と語ったという。

・仏教ではお布施をもらっても御礼はしないのは当たり前である。特定の人間関係(損得や見知った者との関係)をつくることを嫌い，一期一会の意識を大切にした。

	クリエイティブな授業をするために
・「世の中の絵には決まりがあるが，私の絵に決まりはない」と言った仙厓さんについて，みんなで話し合うことも考えてよい。
・個性を伸ばすことと読書について考えるとよい。（読書週間の意義なども含めて……。）


	主題名
	礼儀をもって
	内容項目
	礼儀　2－(1)
	11月

	資料名
	23　礼ぎの心
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	　礼儀の大切さを知り，だれに対しても真心をもって接しようとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　礼儀の本来の意味は，自分の利害・打算や独善的な感情のぶつかり合いによる，とげとげしい人間関係をおさえ，温かい人間関係を生み出すかぎとなる行為をさす。したがって相手の立場・習慣などについての温かい理解が必要であり，自分がしてもらいたいように，自分もまた相手に行うのが礼儀の心であろう。
礼儀の指導は習慣化するようになされているが，道徳の時間では，特に礼儀の心について考えさせたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①礼儀の意味を考え発表し合う。            

○「礼儀正しくする」とはどのように行動することだと思いますか。
②資料「礼ぎの心」を読んで話し合う。          

○お客は，どうしてフィンガーボールの水を飲んだのでしょう。            

◎女王は，どんな気持ちでフィンガーボールの水を飲んだのでしょう。            

　

◎日本人学生が音を立てて食事をしたことをどう思いますか。                    

○外国人学生が，ばかにしたような目でにらみ，席を立ってしまったことをどう思いますか。                          

③礼儀の心について考える。              

○「礼儀の心」とは，どのようなことだと思いますか。

④教師の説話を聞く。
	・具体的な場面について発表する子が多いと思われる。その際，何が大切かも簡単にふれたい。

・簡単にふれる。

・食事の作法にこだわらず，時と場合に応じて相手の立場に立って行動した女王の温かい心づかいに気づかせたい。相手の立場に立った思いやりこそ，礼儀の心であることを感じ取らせたい。  

・日本では，音を立てて食べる場合があることを含め，何がよくなかったかを考えさせたい。

・日本人学生を悪い点は責められるべきだが，外国人学生の態度にも思いやりが欠けている点に気づかせたい。

・今までの自分を振り返りながら，礼儀について何が大切なことかを考えさせたい。

・礼儀をわきまえたあいさつ，言葉づかいなどについて説話するのもよい。

	クリエイティブな授業をするために
・単に形だけの礼儀ではなく，相手の気持ちを思いやり，その場合に合った言葉づかいや行動をとることの大切さを理解させる。
・日常生活におけるあいさつや言葉づかいなどの指導と連動させていく。


	主題名
	正直な心
	内容項目
	正直・誠実，明朗　1－(4)
	11月

	資料名
	24　コスモスの思い出
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	　正直に明るい心で，元気よく生活しようとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　人は自分の心をごまかさず正直に生きたいと願っている。それが自分の心を安定させ，のびのびと明るく生きるもとだからである。

　また，誠実な言動は，周囲の人とのよりよいつながりを生む。たとえ何かしらの失敗やまちがいをしたとしても，正直・誠実に生きていこうとする心とそれを表す行動があれば，のり越えることができるものであろう。

　つらさを越えた心の安定を，この期の子どもに気づかせたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①コスモスの写真を見て話し合う。

○コスモスの写真を見て，どんな感じがしますか。　

②資料「コスモスの思い出」を読んで話し合う。

○折れたコスモスを見たとき，お母さんはどう思ったでしょう。

○急いで教室に戻って席に着いたとき，お母さんはどんな気持ちだったでしょう。

○倒れたコスモスは，何と言っているようにお母さんに聞こえたでしょう。

◎先生に正直に打ち明け，一緒にコスモスの手入れをしたときのお母さんは，どんな気持ちだったでしょう。

○毎年コスモスの絵を飾るとき，お母さんはどんな気持ちなのでしょう。

③自分のしたことを，正直に話せたり　話せなかったりした経験を思い起こし，発表し合う。
④正直な心の大切さを，ノートにまとめる。

○正直な気持ちの大切さを，ノートにまとめましょう。　
	・気づいたことを自由に語らせることにより，子どもたちを資料の話の中に導きたい。
・「悪くない」「ごまかしてしまおう」などの意見が出ても認めていきたい。

・よくないことと知りつつも，先生にとがめれられなかったことにほっとするお母さんの気持ちをおさえたい。

・子どもの願いが発言として表れるだろう。さまざまな意見にはそれぞれの思いが込められているので大切に扱う。

・お母さんが誠実に行動したことによって心の曇りが取れ，明るさや元気を取り戻したという内容の発言を認め，お母さんの心の変化を感じさせたい。
・明るく色の鮮やかなコスモスの写真や絵を用意し，これに語りかける形でお母さんの気持ちを語らせることもよい。

・そのときの気持ちやその後どうなったかを，子どもの気持ちに負担をかけない程度に語らせるとよい。
・授業のまとめとして，「正直」をテーマに，感じたこと思ったことを文章化させたい。

	クリエイティブな授業をするために
・ことわざや名言などを活用して子どもに話して聞かせるとよい。例えば，「正直は一生の宝」「正直は最良の策」とか，ワシントンが少年時代，桜の木を切ったときの告白の言葉などを紹介して印象づけるとよい。


	主題名
	規範意識の大切さ
	内容項目
	公徳心，社会規範　4－(1)
	11月

	資料名
	25　地いきねこってなあに
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	　約束や社会のきまりを守り，公徳につくそうとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　公徳心とは，子どもには他律的な色合いが強い。社会に対する約束といっても，社会そのものの認識が十分でなく，親や先生の言うことに従うこととの理解にとどまっている。

　そこで，積極的に実社会のシステムの問題を取り上げ，自分ではどう考え，選択し，どう意思決定するかの態度化が重要である。

　その点に関しては環境問題が適しており，本資料のねこ学習も子どもに思考をうながす絶好の教材であり，見識をはぐくむ機会となろう。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①野生化したペットの被害について，体験を発表する。
②資料「地いきねこってなあに」を読んで話し合う。

○野良ねこの生きる権利について，考えてみましょう。

　◎地いきねこをどうしたらよいかについて，話し合ってみましょう。

　

○もし，一部のボランティアだけでこの問題を解消すれば，真の解決になるのでしょうか。

③ねこを捨てる周りの人たちは無責任か，話し合う。

○周りの町の人たちは，なぜねこを捨てるのでしょう。
④これからの環境問題と公徳心の関係について，みんなで考え，本時の学習をまとめる。


	・ペットを飼う人の倫理にもふれ，野良ねこにしないことの

重要さを示す。また，避妊手術の是非についても子どもの

発達段階によってはふれる。いずれにしても，人間と動物

の共生について焦点化し，人間が努力すべきことを考えさ

せる。

・野良ねこ自身は，なりたくてなったわけではなく，人間のエゴが原因。ごみの不法投棄と同じ根っこをもっている。

・こうすれば解決するという回答があるわけではない。どうすればよりよい判断に近づくかという「見解」をみがくことが大切。この見解のブラッシュアップは総合的な学習の時間にも相通じる。

・一部の人たちでは真の解決にならない。全員がかかわって一歩前進する。

・かつての自分たちの姿と同じことをしているとの認識。
・公徳心の欠如が原因だが，それを正すだけでは解決にいたらない。子どもの判断力の発達状況に従って授業をまとめる指導観が大切である。教師から結論は出さず，子どもに期待するとよい。　

	クリエイティブな授業をするために
・昨今，「地域ねこ」についてテレビなどで取り上げられ広く報道されている。こうした取り組みの資料を事前に収集したり，保護者へのアンケートを通してその考えを把握し，授業に活用していくとおもしろい。


	主題名
	感謝の心
	内容項目
	礼儀　2－(1)　　　　　　　　　
	12月

	資料名
	26　お客さんなのに
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	感謝の気持ちを真心で表すようにつとめる心情を育てる。

	主題設定

　の理由　　　　　　　　　　　　
	　礼儀とは，人間関係や社会秩序を維持するために守るべき行動様式であり，特に敬意を表す作法である。人は，初めて会う人にはいろいろと気遣う。逆に気心の知れた相手には甘えが生じやすい。だが，礼儀の本質は細やかな配慮であり，他人への気配りも形に表さなければ通じない。礼を儀に表す心掛けが大事になり，本資料のように金銭の授受などの経済活動とは全くの無縁であることに気づかせたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①バスに乗ったときの体験について発表し合う。

　○みんなが使うバスで，うれしかったり，困ったりしたことはありませんか。

②資料「お客さんなのに」を読んで話し合う。

○みかちゃんの運転手さんに対する行動をどう思いますか。

○お父さんの家での話を，どんなふうに感じましたか。

　○お母さんの病院でのお礼は，どんな気持ちからだったのでしょう。

　◎わたしとみかちゃんが声をそろえてお礼したことで，運転手さんはどう思ったのでしょう。　

③感謝のことばが伝わることをどう思いましたか。

　○今までの自分はどうでしたか。

④教師の体験談を聞く。
	・日常の乗り物での，運転手さんに近い位置で見たバス乗車の様子などについて発表し合う。

・乱暴な人が乗ってくると嫌だといった感情も自然である。

・感謝は心に思っているだけではなく，「謝」の字を使っているので言葉に出さなければいけないことをおさえる。

・「だれに対しても」を大事にしたい。

・お母さんもお金に関係なくお礼していることが大切。

・二人そろって声に出したこと，運転手さんも言葉に出してくれたことで，バスの他の乗客にも温かいものが伝わったことをおさえておく。

・自分から進んで感謝の気持ちを伝えていこうとする意欲を高め，温かいことがいっぱいあふれる社会にしていこうとする気持ちを高める。


	クリエイティブな授業をするために
・「ありがとう」の他にも，人と人との関係を豊かにする言葉について話し合い，声かけ運動をしたり，学級活動のなかで時間をとって継続的に報告し合う取り組みをしたりすると，意欲の向上，継続につながる。


	主題名
	自立心
	内容項目
	節度ある生活態度　1－(1)
	12月

	資料名
	27　知えのねだん
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	　自分でできることは自分でやり，節度のある生活を大切にしようとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　わがままや依頼心をなくし，自分の考えをしっかりもって，節度ある生活ができるようになることは，子どもたちが自己実現を図っていくうえで大切なことである。

　この期の子どもたちは身のまわりのことなどは自分でやり，自分の意見や考えをもつようになってくる。反面，他律的な言動や依存心もまだ残っている。そのような子どもたちに，わがままや依頼心をなくして節度ある生活をすることの大切さを理解させたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①学習のめあてをもつ。

○「知えのねだん」という話をもとに勉強しましょう。両親を亡くした王子様と知恵を売るおばあさんの気持ちを考えながら読みましょう。
②資料「知えのねだん」を読んで，王様が気づいたことについて話し合う。

　○王様とお后様が亡くなって，国も乱れてきたとき，王子様はどんな気持ちだったでしょう。

　○王子様が「自分のしなければならないこと」が，はっきりわかったのはなぜでしょう。

　◎知恵売りのおばあさんの言葉は，王子様に何を教えたでしょう。

③日常生活で人に頼らず，自分でできることを自分から進んで行っているか，振り返る。

○自分でできることを人に頼らずに，自分から進んでやることができているでしょうか。

④教師の説話を聞く。

　○自分でできることを，自分から進んで行っている子どもの例を紹介する。
	・資料を読む前に題名と登場人物を板書し，興味をもたせるようにする。
・悲しみにとらわれて自分のやるべきことを見失っている王子の思慮の足りなさ，人に任せきりになったり，頼り過ぎたりしている自立心のなさをとらえるようにする。

・自分の目で見たり，自分の耳で聞いたりすることで，自分のやるべきことに気づいたことをとらえるようにする。

・知恵売りのおばあさんから学んだことについて考えることを通して，価値把握をより確かなものとする。

・王子のようにいつまでも悲しんでいたり，人に任せたままにしていたりした経験を中心に，具体的に話し合うようにする。
・子どもたちの日記や作文の中から事例を取り上げ，話して聞かせるようにする。

	クリエイティブな授業をするために
・自分を向上させるためには，まず反省することである。自分の間違いに気づき，自分を知る。自分の欠点に気づかない場合は，謙虚になって他人の意見を聞き入れることが大切であることを理解させる。


	主題名
	心を映す鏡
	内容項目
	正直・誠実，明朗　1－(4)
	1月

	資料名
	28　月の光（1）
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	　正直に明るい心で元気よく生活しようとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　うそをついたりごまかしたりしないで自分自身に正直に行動することは，明るい心で生活していくうえで大切なことである。

　この期の子どもたちは，正しいこととそうでないことの区別は理解している。その理解のうえに，正しいことも正しくないことも自分の心から生まれていることや，その自分の心を信じ，支える人がきっと身近にいることなどに気づかせることは，自己を見つめ，内面を豊かにするために大切なことである。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①学習の目あてをつかむ。

○正直に行動できないのはどんなときですか。また，それはなぜでしょう。

　

②資料「月の光」を読んで，たろうの心の動きについて話し合う。

　○たろうは薬を盗むことを決心したとき，どんな気持ちだったでしょう。

　○二度めに月の光に照らされたとき，たろうはなぜ目を伏せなかったのでしょう。

　◎正直に生活するために大切なのはどのような気持ちでしょう。

③把握した価値に照らして，今までの生活を振り返る。

　○たろうと似たようなことがありましたか。また，そのときの自分をどう思いましたか。

④教師の説話を聞く。
	・正直に行動できない理由をもとに学習の目あてをつかむようにする。
・たろうの心に寄り添い，薬を盗む決心をしたのは母の身を案ずるあまりであったことを理解できるようにする。
・一度めの月の光に目を伏せたことと比較して考えることで，その違いをはっきりと理解することができるようにする。

・学習の目あてとかかわらせながら，ねらいとする価値をはっきりととらえるようにする。

・一度めに月に照らされたときのたろうと似ていること，二度めに月に照らされたときのたろうと似ていること，というように資料と関連させながら具体的に振り返るようにする。
・子どもたちの日記や作文の中から事例を取り上げ，話して聞かせるようにする。

	クリエイティブな授業をするために
・月を見ると人間は自然と素直な気持ちになるものである。授業を実施するにあたって，子どもたちにもしっかりと月を観察させ，臨場感を持たせたい。


	主題名
	自分の良心に従って行動する
	内容項目
	敬けん　3－(3)
	1
月

	資料名
	28　月の光（2）
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	　美しいものや気高いものに感動する心をもつ。

	主題設定
の理由
	　人間は本体，自分の良心に従って行動することができるはずである。しかし，物があふれる現代社会では，欲望を満たすことが最優先になってしまう危険がある。そして，その欲望のためには手段を選ばないことも考えられる。このような社会において大切なことは，人間としての根源的な生き方への問いであり，とりわけ人間の力を超えたものに対する畏敬の念をはぐくむ教育の実践である。自分の良心に従った行動ができる子どもを育成したい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①学習のめあてをつかむ
○人間を超えた自然の大きな力を感じるときはどんなときですか。また，それはなぜでしょう。
　
②資料「月の光」を読んで，たろうの心の動きについて話し合う。
○たろうは薬を盗むことを迷っているとき，どのような気持ちになっていたでしょう。
　
　○「ふとだれかによばれた気がした」とき，たろうはどのような気持ちになっていたでしょう。
◎二度めに月の光に照らされたとき，たろうはなぜ目を伏せなかったのでしょう。
③把握した価値に照らして，今までの生活を振り返る。
○たろうと同じ状況に置かれたら，どうすると思いますか。
　　
④教師の説話を聞く。
	・人間の営みの小ささに気づかせるだけではなく，自然が人間に働きかける大きな力について考えさせる。
・コールバーグの「ハインツのジレンマ」を踏まえてたろうの気持ちの動きとともに，道徳的な価値の発達について考えさせる。
・自分の良心と闘っていることを理解させる。そして，その良心の声に従うことができるようになった契機が月の光であったことについて考えさせる。
・一度めの月の光に目を伏せたことと比較させることでたろうの心の動きを考えさせる。
・目的のために手段を選ばないことでは，人は幸せにはなれないことを理解させる。
・ほんの些細なことであっても，自分の良心に背いたことをしてしまうと，長く後悔することを考えさせる。
・自分の良心に従って，毒杯をあおいだソクラテスの話などをしてもよい。

	クリエイティブな授業をするために
・月や星以外にも人間に大きな感動を与えるものは多い。岩石や樹木など，子どもの身の回りにあるものを取り上げて，長い時間を経たものに対する畏敬の念について考えさせる。


	主題名
	動植物の保護・保全　
	内容項目
	自然愛　3－(2)
	1
月

	資料名
	29　タイガとココア
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	　自然のすばらしさや不思議さに感動し，自然や動植物を大切に守ろうとする心情を育てる。

	主題設定

の観点
	　動植物を優しくケアするなど，自然を愛護する心構えは，相手を思いやる人間尊重の精神につながる。これは，自然と共に生きる人間のあり方や環境を考えるうえで，とても重要である。この期の児童に植物の生命や人間と生物の共存についても目を向けさせることが，自然愛を培う第一歩である。動植物愛護と自然を保全する心情育成は，地球環境保全の懸け橋である。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①動物園の役割や使命について，考えを発表し合う。

○動物園はどんな役割があると思いますか。発表しましょう。
（・動物園は，一般に①自然保護の場　②教育の場　③レクリエーションの場　④調査・研究の場の四つがあげられる。）

②資料「タイガとココア」を読んで話し合う。

○なぜ園長さんは，悩み続けたのでしょう。

○全国からの応援のメッセージを，どんな思いで受け止めたのでしょう。

◎動物園では，どんな思いでタイガとココアを公開したのでしょう。

　 eq \o\ac(○,補)タイガの死をどのように考えますか。

③改めて，動植物愛護の難しさを考える。

○これまでの話し合いをもとに，自分の経験と比べながら，動植物愛護に対し自分はどうすればよいかについて，感じたこと考えたことをノートに書きましょう。

④レッドデータブックなどについての教師の説話を聞く。
（レッドデータブック（ＲＤＢ）は，絶滅の恐れのある野生生物情報をまとめたもので，国際自然保護団体（ＩＵＣＮ）が1966年に初めて発行した本。）
	・アムールトラや釧路市動物園の情報を示すことも考えられる。

・責任者として4つの役割を担わなければならない重さ。

・自然界ではお乳を与えられないと生きられない現実も把握する。

・お客さんと動物園との一体感。

・さまざまな人々が関わって「タイガとココアを待っている」との思いの実感。「障がいのある動物公開」への批判にも立ち向かった動物園側の勇気も見逃せない。

・二匹とも亡くなってしまう可能性もあったことに注目。

(「かわいそう」「ココアが生きていただけでもよかった」だけではすまないことに留意。)

・これまでの経緯を振り返りながら，ココアの生存への喜び，タイガとの別れの寂しさなど，感じたことを自由に発表させてもよい。

・自然愛について述べたコメントに対し，大いに評価するとよい。
・環境問題への投げかけという形で話をするのもよい。


	クリエイティブな授業をするために
・絶滅危惧種やレッドデータブック等についてグループ学習をしてもよい。
・全国の動物園の活動等についてグループ学習をしてもよい。


	主題名
	敬けんな心
	内容項目
	敬けん　3－(3)
	2月

	資料名
	30　花さき山（1）
	出　　典
	斉藤隆介作『花さき山』　　　　　　4年
	

	ねらい
	　美しいものを美しく感じ取る気高い心情を育てる。

	主題設定

の理由
	人の行為や自然の営みに対して心を動かしたり努力する姿や優しさなど，善良な心に基づく行為を尊いと感じる心は，人として心豊かに生きていくうえでなくてはならない大切なものである。

　この期の子どもたちは，活動的で活発である。そのため，美しいものや美しい行いをじっくりと感じ取ることは少ない。そこで，本主題を通して，人の美しい心は尊いものであるということを感じ取らせていきたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①「きれいだな，美しいな」と感じた経験について話し合う。

○最近，きれいだなあと思ったことはありますか。それはどんなことですか。

　

②資料「花さき山」を読み(聴き)，心に残ったことを話し合う。

○どんなところが心に残りましたか。

○山ンばのことをどう思いましたか。

　○あやは「そよサかってやれ」と，どんな気持ちで言ったのでしょう。

　

　○双子のあかンぼうの話を聞いて，あやはどのようなことを考えたでしょう。

　◎あやは，どんな気持ちでみんなに山ンばから聞いた話をしたのでしょう。

③「花さき山」の一つ一つの花は，どんな理由で咲くのか，ノートにまとめる。

④「花さき山」に咲く秘密について，みんなで話し合ってみる。
	・視覚的，聴覚的なものが多いと思われるので「もう一つ美しいものをプレゼントしましょう。花さき山です。」などと投げかけ，資料に入ることも考えられる。
・教師の範読(または読み聞かせ教材CD)がよい。

・地方の言葉の美しさにも触れる。民話のCD活用もよい。(日常指導でNHKデジタルラジオ「むかしばなし」などを活用するとよい)

・心に残ったことを自由に発表し合い，なぜそこが心に残ったのかということを中心に学習を展開する。

・花の咲く不思議さにもふれる。

・あやの健気さ。「せつなかったべ」に込められた気持ち。

・「なみだのつゆ」の重さを感じ取らせる。

・「あや」や「ふたごのあかンぼう」の行為は子どもたちそれぞれの心に残ることだろう。それがなぜ花を咲かせたのか考えるようにしたい。

・真に大切なものは目に見えないこと。

・だれにも信じてもらえなかったとしても，真実を知ったあやの強さをおさえるとよい。

・美しい行いの尊さや，よいことを進んでやろうという意欲を感じ取らせるようにする。

・なぜその行いが「美しい」のか，その理由も書くようにする。

・一人ひとりの感受性を大切にする。

	クリエイティブな授業をするために
・静かな時間，自分を振り返る時間，自分の心や自然を見つめる機会やチャンスが少なくなってきている。あえてそうした時間をつくり，友達の美しい行為や清らかな心などに目を向けさせていく。


	主題名
	敬けんな心
	内容項目
	敬けん　3－(3)
	2月

	資料名
	30　花さき山（2）
	出　　典
	斉藤隆介作『花さき山』　　　　　　4年
	

	ねらい
	　美しいものや清らかなものに感動する心の大切さを知り，それを大切にしようとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　自然の営みに対して心を動かしたり，努力する姿や優しさなど人の善良な心に基づく行為を尊いと感じたりする心は，心豊かに生きていくうえでなくてはならない大切なものである。そのような素朴な自然観や人間観をいつまでも持ち続けてほしいものである。しかし，子どもの自然体験や人間にかかわる感性は，めまぐるしい日々の生活のなかで摩耗し，美しいものや美しい行いをじっくりと感じ取ることは少ない。そこで，本主題を通して，人の美しい心は尊いものであるということを改めて感じ取らせていきたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①資料「花さき山」の概要を知る。

　○今日は「花さき山」という不思議な山に咲く花の話です。どんな花が，なぜ咲くのでしょう。考えながら聞きましょう。

②資料「花さき山」を読み，心に残ったことを話し合う。

　○あやは山ンばから花さき山の話を聞いてどのようなことを感じたでしょう。　　　　　　　

　

◎花さき山の花は，なぜふもとの村の人間が優しいことをすると咲くのでしょう。

○花さき山はどこにあるのでしょう。

③美しい行いについて話し合う。

　○みなさんの心の花さき山にも花が咲いたことがありますか。どんなとき，咲いたか発表して，○組の花さき山にもきれいな花を咲かせましょう。　

④価値を実現している子どもを紹介し，事後の活動への意欲づけを行う。

　○ほかにもＣさんはこの前，こんなことをしていました。それは……。これからもみんなの心の中にたくさんの花を咲かせていけるといいですね。
	・資料との出会いを大切にするために，あまり詳しくはふれず，視点のみを与えるようにする。
・あやの気持ちについて考えることで，子どもたちがこの物語から感じたことを引きだすようにする。

・「花さき山」に花が咲く理由を考えることで，美しい行為自体ではなく，それにふれて感動し，大切にしようとする心をとらえるようにする。　

・「花さき山」は，優しい行為をした人だけでなく，それを見ている人の心の中にもあることをとらえるようにする。

・「○組の花さき山」はＯＨＰなどで提示し，発言一つごとに覆いの紙を1枚ずつはがしていく。　

・「花」はあらかじめ子どもの数を用意しておくとよい。
・「○組の花さき山」を今後も続けていくことを告げ，実践への意欲づけを行う。　　　　


	クリエイティブな授業をするために
・資料提示の工夫，影絵や視聴覚機器の活用，板書構成，読み聞かせや語り聞かせなど，教師の多様な指導法を駆使した授業展開が期待できる。
・斉藤隆介の作品を紹介し，読書を通した豊かな心の育成へとつなげたい。


	主題名
	社会のきまり
	内容項目
	公徳心，社会規範　4－(1)
	2月

	資料名
	31　白いスポーツカー
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	　約束や社会のきまりを守り，公徳心をもとうとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　日本人は公共心・公徳心が薄いといわれる。こうした現実を見つめ直し，「自分さえよければよい。」という考えをのり越えていくことが，住みよい社会を築くうえで必要である。　一人ひとりの自覚のうえに立ったみんなの協力があってこそ，住みよい社会ができるのである。

　こうした社会連帯感を伴った公徳心，社会規範を守る心を育て，進んで公共のためにつくす態度を育てたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①みんなが使う場所で，不愉快になった経験について発表し合う。

　○みんなが使う場所で，迷惑したり，困ったりしたことはありませんか。

②資料「白いスポーツカー」を読んで話し合う。

○しげるは，白いスポーツカーのお兄さんのどんなところにあこがれたのでしょう。

○お母さんはなぜ「そう」と言っただけだったのでしょう。

　○白いスポーツカーに乗ったお兄さんは，どんな気持ちだったでしょう。

　◎しげるは，たばこの吸いがらや灰，空き缶を捨てて走り去ったお兄さんをどう思ったでしょう。　

③本当のかっこよさについて考え，今までの自分を振り返る。  

○本当にかっこいいこととは，どういうことだと思いますか。

　○今までの自分はどうでしたか。

④教師の体験談を聞く。

　
	・公共の場が心ない人たちのために汚されていることに気づかせ，問題意識をもたせる。

・外から見たかっこよさに強く惹かれていることを感じ取らせたい。

・母親は，主人公の言ったことに関して肯定も否定もしてい　ない。しかし，心の中でどう思っていたかを考えさせたい。

・得意げな若者の気持ちや，まわりの人の迷惑を考えない身勝手さについて深く考えさせたい。

・主人公の気持ちを話し言葉で自由に発表させるようにする。

・外見の美しさ，かっこよさでなく，人の心の内より出た行為の美しさに気づかせたい。また，人に迷惑をかけない努力も本当のかっこよさにつながることも考えさせたい。

・人間は一人では生きていけない。支え合い励まし合い，がまんし合って生きている。社会の一員としての自覚にふれる体験談にしたい。

	クリエイティブな授業をするために
・日常での多様な事例を示し，公共の場所で人に迷惑をかけるような自分勝手な行動を恥ずかしいと感じること，まわりの人に思いやりの心をもつことこそが，公徳心の原点であることを理解させる。


	主題名
	努力の心
	内容項目
	勤勉・努力　1－(2)
	2月

	資料名
	32　台風の島に生きた人
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	　自分でやろうと決めたことは，粘り強くやりとげようとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　自己実現できる主体的な子どもを育てるためには，自らの目標の実現を目ざして粘り強く努力を積み重ねる忍耐力・不とう不屈の精神の育成が必要である。

　この期の子どもたちは，活動的で何事にも興味を示すが，意欲が持続しない，困難に出会うとすぐあきらめるなどの理由から，最後までやりとげた経験をもつ者は少ない。

　粘り強く努力することの大切さ，目標実現の喜び・成就感に視点をあてて指導したい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①目標への取り組み方について話し合う。

　○目標の実現をあきらめたのはどんなときですか。

　　
②資料「台風の島に生きた人」の範読を聞いて，卓爾の考え方について話し合う。

　○漁師は注意を聞こうとしないどころか，卓爾を責めたが，卓爾は，そのときどんな気持ちだったでしょう。

　○卓爾は島民に注意を聞かせるためにどのような努力をしたでしょう。また，その心の支えになったのはどんな考えだったのでしょう。

　○大型台風のときの測候所で，卓爾はどんな苦労や努力をしたでしょう。

　◎最初，話を聞かなかった島民が卓爾に親しみ，胸像を立てるまでに変わったのはなぜでしょう。　

③把握した価値にてらして今までの生活を振り返る。

○自分の目標への取り組み方を振り返りましょう。　
④教師の説話を聞く。

　○目標を立て，粘り強く努力し，目標を達成した人の話を聞かせる。
	・小さな困難に出会って目標をあきらめてしまっている自分たちの姿に気づくようにする。

・範読に先立って，当時の石垣島の様子と岩崎卓爾について簡単に解説する。
・島民にしてみれば島の長い歴史・文化・慣習などを大切にする気持ちは当然のことだということも理解するようにする。
・卓爾のさまざまな努力が島民の気持ちや考えをだんだんと変え，卓爾の言動に信頼をよせるようになったことを強調したい。

・卓爾の心の支えとなっていたものは卓爾自身の「願い」と所長としての責任感のようなものであると思われる。

・卓爾の努力に対する感謝の気持ちをとらえるようにする。

・卓爾の生き方から参考になったところを，自分の目標への取り組み方と比べてノートにまとめ，発表するとよい。
・子どもたちが比較的よく知っている人物を取り上げると親近感があり意欲づけができる。

	クリエイティブな授業をするために
・日常生活では，はじめから大きな目標を掲げないで，小さな目標を大切にし，一歩一歩前進していくことの大切さを理解させる。
・台風の恐ろしさについては，資料などを用意して具体的に理解させる。


	主題名
	美しいものを大切にする心
	内容項目
	敬けん　3－(3)
	2月

	資料名
	33　赤い実と小鳥
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	　美しいものや気高いものに感動する心を育てる。　

	主題設定

の理由
	　今日の物質中心主義や高度な科学技術の進歩，さらにはゆとりのない生活の中で，いつのまにか自然の営みや人間の行為に対する，美しいとか，すばらしいとかといった純粋で素朴な感動や感性が薄らいできている。野原で花を見つけた子どもが「きれいだなあ，まるで造花の花みたい」と言ったという話がある。本物を知らない一つの典型かも知れない。今こそ原点に立ち返って，大自然の気高さや不思議さに思いをいたす必要がある。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①美しいものに感動した体験を発表し　合う。

○何かを見たり聞いたりしてすばらしいなあと感動したことはありませんか。

②資料「赤い実と小鳥」を読んで話し合う。

○雪の朝，庭で万両の赤い実を見つけたまい子さんは，どう思ったのでしょう。

○「大自ぜんのなかで生きるというのは，きびしいことなんだなあ。」というお父さんのつぶやきを聞いて，まい子さんが，「小鳥さんも，大へんだろうなあ……。」と思ったのはどうしてでしょう。

◎柔らかい万両の芽を見つけたまい子さんが，土や木や空も，すべてに生命があふれているように思えたのはどうしてでしょう。

③春がめぐってきた自然の喜びについて発表する。

○みなさんは，まい子さんのように，春がめぐってきた喜びを感じたことはありませんか。それはどんなことですか。　　　　　
④土も，木も，空も，すべてに生命があふれていることの美しさ，すばらしさについて感じたことをノートにまとめる。　　
	・自然の中での生き物の営みの不思議さに感動したことや，美しい自然を見て心を動かされたことなどを自由に語らせる。
・小鳥と万両の赤い実とのかかわりを補説する。

・知床の原生林やからふとますの習性，流氷，えぞしかなどについては補説し，自然の厳しさや生き物の営みなどについて理解させる。

・小鳥の身になって思いをめぐらす主人公に共感させる。

・小鳥のさえずりや木蓮の花の芽のふくらみ，澄み切った青い空や柔らかい万両の芽，これら自然のちょっとした変化を敏感にとらえていく主人公の感性に注目させる。

・子どもたちの感性を大切に，体験を発表させる。
・話し合いを深めたことに関して，自分なりの感想を含めてまとめさせる。


	クリエイティブな授業をするために
・学校によっては，巣箱づくりなどを通して，小鳥と親しむ活動を展開しているところもある。5月10日からの愛鳥週間を活用するなどして，野鳥を愛護する心もはぐくんでいきたい。


	主題名
	郷土への愛着
	内容項目
	郷土愛　4－(5)
	3月

	資料名
	34　わたしの町の火の用心
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	　郷土の文化や伝統に親しみ，郷土を大切にしていこうとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　生まれ育った郷土は，その人の人間形成にきわめて大きな影響を与えるものである。また，精神的にも大きな支えとなる。地域への関心が深まりつつあるこの時期に，郷土の自然や文化，伝統，そして人々とのふれあいをとおして，郷土への愛着や親しみの心を育てることは，より豊かに自己を形成するうえで大切なことである。郷土を愛する心をはぐくむとともに，自分もその一員として積極的にかかわろうとする態度を育てたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①「火の用心」の夜回りについて知っていることを発表する。

○冬の寒い夜，外から「火の用心」の声を聞いたことはありませんか。そのとき，どんな気持ちになりましたか。

②資料「わたしの町の火の用心」を読んで話し合う。

○防災訓練に出かけるお父さんを見て，「お父さんってものずきだなあ」と思ったのはどうしてでしょう。

○わたしが，自分の町のことを自慢したくなったのはどうしてでしょう。

○夜，「カチ　カチ　カチ」という拍子木の音を耳にしたわたしが，急にお父さんの「火の用心」が見たくなったのはどうしてでしょう。

◎町の人と一緒に「火の用心」をしているお父さんがすてきに見えてきたのはどうしてでしょう。

③自分の住んでいる町の好きなところ，自慢できることを発表する。

④教師の説話を聞く。
	・拍子木を用意し，教師が「カチ　カチ　カチ　マッチ一本　火の用心」と実演すると雰囲気が出てくる。

・資料への興味・関心をもたせる。

・主人公の心の動きに注目するよう，聞く目あてをもたせて読み聞かせる。

・自らの郷土史料館での調べ学習をとおして，いろいろな新しい発見や気づきがあったことをおさえる。

・拍子木の音を聞かせて発問すると臨場感が出てくる。

・町のために尽くそうとするお父さんの責任感や言動に心ひかれていく主人公に共感させる。

・町の消防団のかたをゲストティーチャーとしてお呼びして，「火の用心」の話をしていただいてもよい。

	クリエイティブな授業をするために
・地域学習などを通して郷土への関心を深めさせながら，自分と郷土の自然，文化，伝統，そして人々とのかかわりを意識させていくとよい。


	主題名
	感謝の尊さ
	内容項目
	尊敬・感謝　2－(4)
	3月

	資料名
	35　きつねとぶどう（1）
	出　　典
	文部科学省資料　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	　世話になっている人に，尊敬と感謝の気持ちをもって接しようとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　人間は多くの人々に助けられながら生活している。それらの人々を尊敬し，それに感謝することは人間関係を基とした日常の生活において心がけるべき根本精神である。

　この期の子どもたちは，身近な人に支えられていることを知ってはいても，それを当たり前のように感じてしまうことがままある。

　本主題の学習を通して，尊敬の念を新たにするとともに，それに感謝する気持ちを養っていきたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①日常世話になっている人々について話し合う。

○みなさんはふだん，どのような人たちに世話になっていますか。

　　
②資料「きつねとぶどう」を読み，親子のきつねの気持ちを話し合う。

○三つの山を越えて，やっとぶどうを取ってきた母親は，どんなことを考えていたでしょう。

　○「あぶない。早くにげなさい。」と叫んだとき，母親はどんな気持ちだったでしょう。

○ぶどうを食べたとき，子ぎつねはどんな気持ちだったでしょう。

　◎ぶどうがなっているわけに気づいた子ぎつねは，どんな気持ちになったでしょう。

③日ごろ世話になっている人々への接し方を話し合う。

○みなさんは日ごろ，世話になっている人たちにどのような気持ちで接していたでしょう。

　　
④感謝カードを書く。

　○みなさんが日ごろお世話になっている人に感謝の気持ちを表すカードを書きましょう。
	・展開後半での活動につなげるよう，さまざまな場面を想起できるよう支援する。

・子ぎつねのことを思う母親の気持ちをとらえるようにする。

・命をかけて子ぎつねを守ろうとした母親の気持ちをとらえ

　るようにする。

・不思議に思う子ぎつねの気持ちを自由に想像する。

・「おかあさん，ありがとう｡｣に続く言葉を考えるようにする。ワークシートを活用するとよい。　

・資料から家の人に話題が集まると思われるので，導入で想起した人々と関連づけて視野を広げるよう支援する。
・カードは教師が用意しておき，事後に各自で届けるようにする。


	クリエイティブな授業をするために
・自分がこうしてここにいられるのも，実は他の人のおかげであると言っても過言ではない。改めてそうした視点から自分の周りの人々を見つめ直させ，感謝のカードやメッセージ作りの活動を試みるとよい。


	主題名
	家族を愛する気持ち
	内容項目
	家庭愛　4－(2)
	3
月

	資料名
	35　きつねとぶどう（2）
	出　　典
	文部科学省資料　　　　　　　　　　4年
	

	ねらい
	　家族の愛情に気づき，家族みんなで明るく楽しい家庭を作ろうとする心情を育てる。

	主題設定
の理由
	　家族は互いに助け合いながら成長していくものであるが，子どもの時代にはただ甘えて，自分の主張を通すだけになってしまうことがある。自分のために家族がどれだけの愛情を注いでくれているかを理解するまでには，時間が必要になってくる。本資料では，母ぎつねが命を賭して子ぎつねを守るが，その意味に子ぎつねが気づくまでにはかなりの時間がかかっていることが理解される。本学習を通じて家族の愛情について考えさせたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①家族についての意見を発表させる。
○みなさんは家族とどのようなつきあいをしていますか。
　
②資料「きつねとぶどう」を読み，親ぎつねの気持ちを話し合う。
○三つの山を越えてぶどうを取りに行った母親の気持ちを考えてみましょう。
　○「あぶない。早くにげなさい。」と叫んだとき，母親はどんな気持ちだったでしょうか。
　○お母さんを探して歩いている子ぎつねはどんなことを考えていたでしょうか。
◎ぶどうがなっているわけに気づいた子ぎつねは，どんな気持ちになったでしょう。
　
③感謝カードを書く。
　　
	・当たり前になっている家族のつながりについて自分の目線から考えさせる。
・子ぎつねのことを思う母親の気持ちを考えさせる。
・自分よりも子どもを優先させる母親の愛情について考えさせる。
・命をかけて子ぎつねを守ろうとした母親の行動を読み取らせる。
・子ぎつねも母親のことをずっと思っていたことをとらえさせる。
・心から「お母さん，ありがとう。」と言う言葉を発することの重要性を理解させる。
・母親から子どもに向けた手紙を書いてもらっておくことも考えられる。

	クリエイティブな授業をするために
・お母さんの立場になって考えてみることで，今まで子どもとして当然のことと思っていたことについての反省を得ることもできる。


